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 【教育目標・学級目標実現にむけて】                                      

 

 

 

 

 
 
 

 

 【児童理解を深めるために】 

《各教科》 
・ 学習ルールの徹底（聞く姿勢・発表） 
・ 基礎学力を確実に（漢字・計算） 
・ わかりやすい授業の工夫（体験の導入）

・ 読書の目標 年間１００００ページ 
・ 国語辞典の活用（各教科・読書の時） 

《道徳》 
・ 心のノートの活用（自分と向き合う） 
・ 体験を取り入れた道徳の授業（福祉体

験・老人・乳児とのふれあい） 
・ 身近な話題から授業を構成（児童の作

文・新聞・ニュース・コマーシャル・絵

本など） 

《特別活動》 
・ 学級活動－当番・係り活動の充実 

（責任感・創意工夫） 
性教育（命の大切さ） 

・ 児童会活動―学校の一員として 
・ クラブ活動―自分の興味を伸ばす 
・ 学校行事－遠足２２ｋｍ・遠泳（仲間と

励ましあってやりとげる） 

《総合的な学習》 
・ ふるさと学習―山川登美子の生き方を学ぶ

        米作り名人から学ぶ 
        バケツ稲作り 
・ 食についてー小鯛の笹付け作り 
       栄養についての学習 
・ 英語の学習・情報機器の操作、情報の読み

書き能力の育成 

５年雲組学級目標 「明るく、仲のいい学級に」（児童の願い） 

・あいさつと返事がしっかりとできる子（担任の願い） 
・あとかたづけをしっかりしよう 
・あとしまつ（自分がしたこと、してもらったことに対して）をしっかりしよう 

（ありがとうのお礼、ごめんなさいと素直にあやまる） 
 

・ 授業、休み時間、放課後―コミュニケーションをしっかり（児童相互・児童と担任） 
・ 養護教諭、全教職員との情報交換―児童の変化を早くキャッチする 
・ ふれあい旬間（児童一人ひとりとの面談） 


